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系の発達凸凹（発達障害）の小学男児に対して，学習支援，
家庭・学校との連携（担任， ），医療とのコラボによって，

本人にとって適切な支援を提供してきたカウンセラーの 年半の実践

○高山 智（青山学芸心理） 中西亮介＃（青山学芸心理）

キーワード：発達障害，学習支援，カウンセリング

問 題

筆者の所属する青山学芸心理（以下当方）

は， 年の設立以来，カウンセリングの和

語として「安談」という言葉を用い，日本人

の文化や風土に適した心理相談を提供して

いる。

安談が従来のカウンセリングと性質を異

にしている点は，「緊急対応ができる」「社会

資源を案内する」「（相談室以外に）一緒に出

向く」「医療との協働ができる」など，本人

が生きやすい環境を作るための柔軟で効率

的な方略をとる点である。

日本教育心理学会第６０回総会では，５年

間にわたる発達障害女児への支援について

報告した。弊所は，日本社会において，適切

な支援とは何かを追求している。

目 的

発達障害児は，自分がどう思われているか

がわからないだけではなく，自分が良いと思

うことも周りからなぜ受け入れてもらえな

いかがわからなくて苦しんでいる。

教育および心理の臨床家が家族とともに

歩んだ３年半を本人の成長に合わせて，家族

を支援し続けることの重要性を本論で示す。

事例紹介

主訴：小 歳 夏に来談。知能検査 標準

化中の Ⅳ 実施。私立小において，

「クラス内にうまくいかない友達がいる」

「家庭学習に集中がない」「日記を書くのが

遅い」「読書がたいくつ」などを主訴とした。

Ⅳ 全検査 言語理解 知覚

推理 処理速度 。凸凹あり。

検査者のコメント「単語，語の推理，数唱

が高いことから，単純な記憶力は非常に高い」

「類似，語音整列，算数，符号，記号探し，

絵の抹消が低いことから，検査の目的を理解

できても作業に時間がかかった」

小２の 月から月３回弊所での個別指導

による学習支援を受ける。

小３夏，近隣の公立小を見学。２学期から

公立小に転入。

転入後，週１回のスカイプ指導で学習支援

継続。９月から学年末まで欠席ゼロ（出停３

日）。十分な適応が見られた。 月保護者面

談をした公立小のスクールカウンセラーと

連絡を取って情報を共有。

小３学年末，支援シートを保護者が特別支

援コーディネーターに提出。

小４弊所で月２回の個別指導，週１回のス

カイプ指導で学習支援が拡充された。

小３冬から特定児童からいやがらせをう

けていたが，４年になって，あきらかにいじ

めと言える暴力，暴言が見られるようになっ

た。 前に新担任（クラス替えなし）の家庭

訪問。５月末，クラスメートと放課後自宅で

遊ぶ。６月末，クラス内でいじめについての

担任主導で話し合い。夏休み，通学１時間以

上の弊所までひとりで往復できるようにな

る。

小４の 月末に医療機関受診。投薬（イ

ンチュニブ）始まる。眠くなるので半錠に調

整。同じ頃から特定児童のいじめがひどくな

ったので，本人は，相談室に自分から助けを

求めるようになる。 月初旬，弊所代表が，

校長，教頭，コーディネーター，カウンセラ

ーと保護者・本人との面談に同席。

学校は休んでいいと保護者は言ったが，学

校は楽しいと言って登校続けるも， 月に入

っても暴力が続いたので，本人が「当該児童

がいるかぎり学校に行かない」と宣言して欠

席。弊所代表が学校で本人交えて面談。翌日，

校長室に登校再開，１週間後に教室に戻る。

考 察

本人の安談，保護者への説明，学習サポー

トの具体的内容，処方の変遷（医療とのコラ

ボ），そして，社会的資源（学校や塾との連

携）および警察への被害届について発表当日

説明する。なお，本ケースは当人とその家族

に許可を得て抄録に載せている。
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小学生から高校生までの不登校傾向とレジリエンスとの関連

○小林朋子（静岡大学） 渡辺弥生（法政大学）
五十嵐哲也（兵庫教育大学）

キーワード：レジリエンス，不登校傾向

目 的

文部科学省 の「児童生徒の問題行動・不

登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」に

よると， 年度の小中学生の不登校児童生徒数

は 名となり， 年以降， 万人以上が

続いている。さらに，高校でも不登校生徒数は

名と減少の方向にない。不登校の支援の目

標として，将来的な社会的自立に向けて支援する

ことが掲げられている。社会で生きていくうえで

困難な出来事に出会うことは避けられないことか

ら，困難な出来事に出会っても回復する力を育て

ておくことが必要である。これはすべての子ども

に必要な力であるともいえる。アメリカ心理学会

（ ）は「レジリエンスとは，トラウマ，悲劇的

な脅威，ストレスの重大な原因などの逆境（家族

や重要な他者との関係性の問題，深刻な健康問題，

職場や経済的なストレッサーなど）に直面したと

き，それにうまく適応するプロセス」であるとし

ている。そこで本研究は，何らかのストレッサー

のために不登校傾向にある子どもたちに，レジリ

エンスがどのように影響しているかを探索的に明

らかにするために 小中高校生を対象とし，不登校

傾向とレジリエンスとの関連を明らかにした。

方 法

調査対象 県の小学 年生から高校 年生まで

を対象とし，回答に不備がなかった小学生

名，中学生 名，高校生 名の計 名の

回答を用いた

調査内容 子ども用レジリエンス尺度（小林

ら ） 因子 項目について 件法で回答を

求めた。因子は「つながり」「援助行動」「ルーテ

ィン行動」「気持ちのコントロール」「セルフケア」

「目標達成行動」「自己肯定」「客観的な捉え方」

「自己理解」「変化への捉え方」であった。小中学

生用不登校傾向尺度（五十嵐 ） 因子を用い

た。

調査時期および実施方法 時期は 年 ～

月で，学級単位で，授業時間を用いて集団で実施

された。

結果および考察

不登校傾向の度数分布を確認したところ，「全般

的」では中央値が小学生で ，中学生で ，高

校生で であった。

次に，レジリエンスを独立変数，不登校傾向を

従属変数とし強制投入法による重回帰分析を行っ

た結果，すべての因子で決定係数が有意となり

つの不登校傾向，かつすべての学校種において標

準化係数が有意であったのは「客観的な捉え方」

であった。レジリエンスの中でもとりわけ困難な

ことに対して様々な角度から考え冷静でいられる

ことが 不登校傾向を弱める方向性が明らかとな

った。高校生においては特に心理的な不調を予防

できると考えられる。また「ルーティン行動」を

取ることは「全般的な登校意欲の喪失」にはつな

がるものの，必ずしも「心理的な不調傾向」とは

関連が見られず，単なる習慣化が心理的に安心を

もたらすとは言えないことが示唆された。むしろ，

「セルフケア」の方が「心理的」に安定をもたら

すと考えられ，レジリエンスとは言っても，下位

概念によって，不登校傾向との関連性が異なるこ

とや，学校種によっても関連性の強さが異なるた

め，発達的な視点やレジリエンスの要因について

さらに詳細に見ていく必要がある。（キーワード

レジリエンス 不登校傾向 ）
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